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⑫保護者懇談会年２回による情報共有

⑬「メディア教育」「安全教育」持続可能で系統立て

られた指導

・メディアコントロールウィークへの協力、家庭学

習・お手伝いの習慣化

⑭主体的に取り組むＰＴＡ活動

⑮早期発見、相談の充実

〇夏休み前の懇談会は、新しい学年になっての頑張りやよさを伝えられたり、２学期に向けて、この夏休みにご家庭でも様子を見てほしいことや学習の復習をしてほしいことなど直接お話することができてよかった。

〇メディア教育では、行政情報センターの方に協力していただき、授業を実践することができた。秋にはＰＴＡ講演会で保護者向けのメディアリテラシーのお話を計画している。メディアコントロールウィークの意義が高まる啓発をしてい

く。

〇PTA活動では、組織のスリム化によって、昨年度より約半数での常任委員会開催となった。委員数を減らし、保護者の負担を軽減することができた。

〇月に１回だけではあるが、児童理解の時間を設けて、全職員で共通理解する時間がもてている。

●メディアコントロールウィークが年５回あるので、惰性にならないようその都度呼び掛けていく必要を感じる。

　メディアコントロールウィークを良い機会ととらえ、家庭でも話し合う場を設定し、ふりかえりを行っていきます。

⑯「国分寺史跡公園全校清掃」「上田養護学校との交

流」等地域とつながる活動

⑰クラブ、学習支援、読み聞かせ

⑱神川に学び 神川で学ぶ

〇上田養護学校とは、４年ぶりに交流が再開できた。回を重ね、相手を思いやる心を育て、地域とつながる活動としていきたい。

〇読み聞かせボランティアにも数年ぶりに来ていただき、朝の活動の時間に読み聞かせをして頂けた。

〇クラブ活動の講師を、外部の専門的な先生にお願いをした。子どもたちのクラブに対する意欲の高まりを感じた。学校職員では指導できないことを体験できている。

●地域に出かけることはできても、学習に結びつけることができなかった。これから、ふるさと学習を実践していきたい。

　各学年・学級で特色ある活動を行い、地域素材を生かした学習で達成感を味わうことを目指します。

⑲子どもの見方や関わり方・指導法・　地域について

主体的に学び合う

⑳児童理解の時間と対応策

〇月に一日研修日を年度当初から設定し、係を中心に予定通り実施できている。今年度より、ことばの教室が開設され、専門指導の職員も配置された。理解を深めるため、吃音に関する職員研修を実施した。それを聞いた通級している保護者

から感謝の言葉が学校評価に書かれていた。さらに、理解を深める必要を感じた。

●地域素材を扱おうとすると素材研究、教材研究の時間が必要になるが、なかなか時間がとれずにいる。職員で情報交換したり、学校運営委員会の方々に相談をしたりして、良い題材、講師を探していきたい。

　Ｑ－Ｕ研修、メディアリテラシー研修、ＩＣＴ研修などを計画・実践していきます。

B

〇クラスでの呼びかけ、職員の率先したあいさつだけでなく、児童会で取り組むことができた。

〇なかよし学年での活動が５類になり再開できたたことで、高学年の自覚を持ちやすくなった。

●あいさつについては、元気にできる子と気になる子が存在している。

　来客時を良い機会ととらえ、相手意識を持ちやすくし、できた児童を認める。家庭でのあいさつを奨励していきます。

⑧考え、議論する道徳

⑨週の初めに、みんなで体を動かし遊ぶ

⑩「なかよし週間・月間」重点的になかよし・自他の

良さについて考え深める

⑪「相談ウィーク」子どもの心に寄り添う

3 A

〇子どもたちが互いに仲間を意識して活動したり、考えたりできるような場面を大切にしていくことで、普段の道徳の授業でも考え、議論することができるようになってきている。

〇週の初めにクラスごと身体を動かす「神川っ子」の時間があることで、次週の楽しみとなっている。不登校対策にもなっている。

〇今年度より春にも「なかよし週間」を設定し、活動が位置づかせることができた。児童の友だちのよさを認めようという意欲が高まった。それにより、保護者からも「よかった」という声が寄せられている。

〇相談ウィークのあとに個別懇談会があったので、相談ウィークでの子どもからの声を交えて個別懇談会ができてよかった。

●相談ウィークで子どもの話をじっくり聞けば聞くほど、時間が足りなくなってしまう。時間の確保が課題となった。

　心の検査Ｑ－Ｕについて研修会を持ち、結果から見えることを明らかにし、今後の指導に役立てていきます。

〇黒板には、学習の流れが分かりやすいように板書をするように心がけ、貼るだけのマグネットも用意した。板書と大型テレビ、タブレット端末、ホワイトボードなどの有効的な使い方については、より良い方法を探っていく必要がある。

●まとめの場面で、ふりかえりの時間がとれないことがあり、課題が残った。

　どのクラスでもマグネットを使い、神川スタンダード化された授業を作り上げていきます。特にふりかえりの時間の確保を意識していきます。

②「学習のＵＤ化」子どもの学びやすさの具現化

（「個に合った学びの場の提供」「多用な学習形態・座席配

置・ペアグループ・複数教員・教科担任制による児童指導」

を含む）

〇６年生は、１学期のうちに教科担任制を実施することができた。

〇子どもたちの話し合い活動を活性化させるため、座席配置を工夫したことで、スムーズに行うことができた。２学期以降も続けていきたい。

〇外国籍の児童には教科だけでなく単元に合わせて柔軟に受け入れをするなど対応できた。保護者とも相談しながら、個々にあった学びや学習形態の工夫を探っていく。

●個別指導が必要な児童の対応に追われてしまい、個にあった学びの提供というところまで、取り組めていなかった。

　学年によっては、教科担任制の取り組みを実施。学習隊形をコの字型にしたり、数名での話し合い活動を取り入れるなど学習方法も工夫していきます。

その他 ⑤スタートカリキュラム、登校指導、ＭＩＭ、読みを

先行した学習実践

⑥「学びのとびら」活動紹介
2.4 B

〇ＭＩＭの活用により、読み書きに関して児童の伸びが見られた学級がある。逆に、ＭＩＭに取り組んでいるが、活かせていないと感じる学級もあり、引き続き職員の研修や指導法の研究が必要。時間も限られているため、子どもたちにも負

担のない取り組みをして、子どもたちの意欲を高めていきたい。

●「学びのとびら」は、学習の様子を掲示できているが、月に１回は掲示物を変えるなど掲示内容等の工夫は必要。

　各学年にある「学びのとびら」コーナーは随時更新していく。

B

〇毎日活用できる学年・学級も出てきている。高学年では、調べたり、整理してまとめたりする活用が、当たり前のようにできるようになってきた。

〇ＩＣＴ支援員が週に１回来校してくただけるのがありがたい。

●学年ごとのＩＣＴに関するスキルがまだ、到達できていない。

●ノートに書くことが難しい児童に対してクロムブックを活用したが、さらに、活字から離れてしまうのではないかとも考えられる。必要な場面を精査していく。

　全学年で学習アプリの活用をしかれるように、高学年だけでなく、低学年でも一人で操作できるスキルを身につけていきます。

〇理学療法士をお招きして全校体育・学校保健委員会で指導していただけたことは専門的なことを学べる機会となった。

〇身体みがき体操を、体育の準備運動や朝の会、授業中のストレッチとして取り入れるクラスが多くある。

●どこの運動なのか、何のために行うのかを意識できると、進んで取り組めるようになると感じている。

　朝の会で「身体みがき体操」の活動を取り入れたり、気分転換として授業中に取り入れたり、身近な運動の一つとしていく。
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学習の基本 ①「神川スタンダード」全学級で大切にする学習の基

本の実行 2.7

あいさつが響き合う学校

⑦「あいさつ」「なかよし学年」を中核に据えた児童

会活動の実践
2.6

③「一人１台端末」自ら調べ・自ら整理し学ぶ子への支援

ツールの活用をしているか。

④「身体みがき体操」「運動の場づくり」
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子ども理解

①　学ぶ楽しさが味わえる授業
①外へ出かけたり、畑や野菜の収穫をしたり、体を動かして実際に触ったりすることで感じたことや思ったことを言葉にする活動もできた。今の活動の継続、まとめをしていく。年度途中から始まる活動については、しっかりと計画をしてい

く。

②普段の授業の中で、しばらく制限のあったグループ活動や発表などを中心とした授業を作っていきたい。しかし、３年間の学習形態の変更は簡単ではないため、やり方だけでなく、座席の配置などにも工夫をしていく。

③外部講師をお迎えし「身体みがき体操」を実施できている。

昨年まで中断していた、対面での養護学校との交流会が再開できた。地域の方を講師にした授業やクラブ活動も開始することができた。

　各学年・学級とも体験的な活動を増やし、地域素材を生かした学習・足を運んで自分の目で見て、感じて、触れる学習を取り入れていき、楽しさを感じ、人と触れ合うことをしていく。

②　みんなとつながる活動

③　心と身体を育む体験・交流

評価平均

学校教育目標
考える子

心の美しい子
たくましい子

今年度の重点目標

１　一人で、みんなで考えられる子
２　自他の良さを感じられる子
３　1人で、みんなで心と身体をきたえる子

成果と課題

各項目の最後に、2学期に取り組んでいくことを　　　　　　　　　で記載してあります。


